
 
 
 
 
６月２１日に大竹高校１年生より２クラスの生徒さんが、ゆうあいホームへ交流訪問され

ました。生徒さんはデイ・新館・本館へグループごとに分かれて

お年寄りと交流時間を持ちます。本館へは５名の生徒さんが来ら

れました。生徒さん側から遊び道具を持参され

ていて、一緒に楽しむ形での交流時間となり

ました。ケン玉を持って来られていた生徒さ

んを見て何気に自分の手にとり、スイスイと

ケン玉をさばくお年寄りがおられ、一同目を丸くして手さばきを拝見し

ました。「昔やったからね～」と笑いながらケン玉を動かしておられまし

た。後に生徒さんも挑戦され、かなりの出来栄えでしたよ。 
他の生徒さんが持参された花札をテーブルに並べてみると、「やり方は忘れたがキレイな柄

じゃね」と口々に言われてました。ケンカコマも「動かし方

が･･･」と言いながらも手に取って挑戦されていました。 
生徒さんと接している時のお年寄りは一緒になって喜んで

る顔あり、生徒さんに人生論（または日本の歴史？）を説いて

る方ありと様々でした。 
普段とは違う表情もあったかもしれませんね！ 
大竹高校の先生・生徒さん、ありがとうございました。 
（高野 千春） 
 

 

 

 

                              

  

 
今年の七夕は、梅雨の晴れ間で、織姫と彦星も年に１度のデートを楽しむことが出来て、

良かったですネ。 
新館では今年で２回目の七夕になります。入居者の皆さんが作った七夕の飾り

を、笹に飾り付けました。短冊には『家族みんなが幸せでありますように』『す

こやかに』などと願いをこめて書かれましたが、なかに

は『ひざの痛いのが良くなるように』とか『かゆいのが

治りますように』などと切実な願いごとも・・・ 
去年はみんなで集まってお祝いをしましたが、今年は

もうその笑顔を見ることの出来ない方もいれば、新しく

飾り付けを手伝ってくれた方もいます。『私が元気であり

ますように』と願った方は、今年も元気に９３歳の誕生

日を迎えられました。 
平成１７年も半分が過ぎました。大変な世の中ですが、

来年もみんな笑顔で七夕を迎えることが出来たらいいで

すね。『みんな元気でいますように！』（本多 真弓） 
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